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各  位 

会 社 名   遠 州 ト ラ ッ ク 株 式 会 社 
代表者名   代表取締役社長  澤 田 邦 彦 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード ９０５７） 
問合せ先  

取締役常務執行役員管理本部副本部長 
                     豊 田 慶 造 

電話  ０５３８－４２－１１１１ 
 

   親会社等に関する事項について 
 
１．親会社の商号等 
                             （平成 20 年 3月 31 日現在） 

親会社等 属性 親会社等の議決権

所有割合（％） 
親会社等が発行する株券が上場されて 
いる証券取引所等 

株式会社住友倉庫 親会社 60.70％ 株式会社東京証券取引所 市場第一部 
株式会社大阪証券取引所 市場第一部 

 
２．親会社等の企業グループにおける当社の位置付けその他の当社と親会社等との関係 

① 親会社等の企業グループとの取引関係、人的・資本的関係 

親会社である株式会社住友倉庫（以下、親会社という）は、現在、当社普通株式の 60.70％ 

（議決権ベース）を所有しております。 

 親会社は、倉庫業、港湾運送業を中核事業とする総合物流企業グループを形成しており

ます。平成 18 年 9 月、当社は当社普通株式の公開買付けの結果、同社の連結子会社となり

ました。当社は同企業グループ内で、東海、南関東地域を主力地盤とする物流会社として

親会社のパートナー企業に位置付けられ、倉庫、運送業務において協業体制を構築する関

係にあります。 

 現在、親会社から取締役（専務執行役員）1名及び社外監査役１名（非常勤）が就任し

ておりますが、親会社の取締役、監査役が当社役員を兼務していることはありません。 

 

②  親会社等の企業グループに属することによる事業上の制約、また、その取引関係などか 

ら受ける事業活動への影響等 

当社と親会社の事業領域は類似しておりますが、その主たる業務のウェイトや地盤、取 

引先等は重複しておらず、事業上の制約もありません。また、親会社との間で運送、倉庫

業務（倉庫の賃貸借含む）の取引関係がありますが、金額、内容において重大な影響を受

けるものではありません。 



③  親会社等からの一定の独立性の確保に関する考え方、及びその状況等 

前記のとおり、親会社から役員として 2名を受け入れておりますが、これは親会社の経

営ノウハウを採り入れるとともに、同社の連結子会社として当社自体のコーポレートガバ

ナンスの向上を期す目的で、当社の要請に基づき実現したものであります。 

また、その人数は当社役員の過半数に達しておらず、また社外役員の構成において、社

外取締役（1名）及び社外監査役の他の 2名は親会社以外の出身者であります。 

現在の資本関係より、親会社の経営方針などが当社の経営の意思決定に影響を及ぼし得 

る環境にはありますが、当社の経営方針は尊重されており、今後の協業体制構築に関する

両社の考え方も一致しております。 

以上のとおり、これらの状況は当社の独自の経営判断を妨げるほどのものではなく、一

定の独立性は確保されているものと認識しております。 

 

３．親会社等との取引に関する事項 

  親会社との重要な取引につきましては、平成 20 年 5 月 12 日に公表しました「平成 20 年 3

月期 決算短信」の 36 頁「関連当事者との取引」をご参照ください。 

 

                                     以 上 

 


